
 

 

 

２
０
２
５
年
５
月
25
日
の
市
長
選
で
、
市
政
刷

新
を
求
め
る
多
く
の
伊
東
市
民
は
、
田
久
保
真
紀
市

長
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。 

新
図
書
館
や
こ
ど
も
園
建
設
を
め
ぐ
る
前
市
長

の
対
応
な
ど
が
批
判
さ
れ
、
「
現
状
に
不
満
を
抱
く

層
が
雪
崩
を
打
っ
て
田
久
保
氏
に
投
票
」
（
伊
豆
新

聞
５
月
２７
日
）
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。 

 

私
た
ち
日
本
共
産
党
も
、
長
年
続
い
た
自
公
市
政

か
ら
の
転
換
を
求
め
る
多
く
の
市
民
と
立
場
を
同

じ
く
し
て
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。 

し
か
し
、
６
月
１０
日
の
議
会
運
営
委
員
会
や
同

月
２５
日
の
議
員
質
問
で
学
歴
詐
称
疑
惑
が
表
面
化

す
る
と
、
そ
の
後
の
市
長
の
対
応
は
「
市
民
フ
ァ
ー

ス
ト
」
（
自
ら
の
公
約
）
と
は
無
縁
の
不
誠
実
な
も

の
で
し
た
。
私
た
ち
を
ふ
く
め
、
多
く
の
人
た
ち
の

助
言
も
十
分
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

市
政
は
混
乱
し
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
マ
ス
コ
ミ

報
道
に
よ
り
、
伊
東
市
民
を
不
安
に
陥
れ
、
全
国
的

に
も
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

仮
に
、
「
卒
業
証
書
が
あ
る
か
ら
卒
業
と
思
い
込

ん
で
い
た
」
と
の
錯
誤
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
根

拠
を
市
民
や
社
会
に
て
い
ね
い
に
説
明
す
べ
き
で

す
。
自
身
が
持
っ
て
い
る
「
卒
業
証
書
な
る
も
の
」

も
、
本
物
か
否
か
を
大
学
で
た
だ
ち
に
検
証
し
て
も

ら
う
べ
き
で
し
た
。 

 

私
た
ち
日
本
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
市
長
の
対
応

を
受
け
て
、
市
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
案
や
不

信
任
決
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、
９
月
１０
日
、
議
会
解
散

を
議
長
に
通
告
し
ま
し
た
。
自
ら
招
い
た
問
題
の
解

明
を
先
送
り
に
し
た
大
義
の
な
い
行
為
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

議
会
は
９
月
市
議
会
で
、
市
民
の
く
ら
し
に
つ
な

が
る
教
育
長
な
ど
の
人
事
や
補
正
予
算
の
審
議
よ

り
市
長
不
信
任
を
優
先
さ
せ
、
議
会
初
日
に
そ
の
議

決
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
共
産
党
議
員
は
「
市
長
の
疑
惑

解
明
」
と
「
議
会
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
」
を

両
立
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
を
経
て
行
わ
れ
る
今
回
の
市
議

会
議
員
選
挙
（
１０
月
１９
日
投
票
）
で
は
、
私
た
ち

は
現
市
長
不
信
任
と
同
時
に
、
５
月
の
市
長
選
で
示

さ
れ
た
「
市
政
を
変
え
た
い
」
と
の
民
意
を
尊
重
す

る
立
場
に
立
っ
て
臨
み
ま
す
。 

こ
の
２
年
間
の
３
つ
の
主
な
実
績
と
、
切
実
で
す

ぐ
実
行
可
能
な
私
た
ち
の
４
つ
の
重
点
政
策
を
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

日
本
共
産
党
伊
東
市
委
員
会
で
は
、
今
ま
で
に
も

増
し
て
公
正
・
公
平
な
市
政
と
、
市
民
一
人
一
人
が

真
に
大
切
に
さ
れ
る
市
政
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

２
０
２
５
年
１０
月
５
日 

日
本
共
産
党
伊
東
市
委
員
会 

希
望
ひ
ら
く
伊
東
市
へ 

学
歴
詐
称
疑
惑
の
市
長
は
辞
職
を
！ 

2025.9.10月号

日本共産党伊東市委員会（伊東市湯川 2-11-5・℡36-1735） 

①タクシーチケットの利用は

７０歳以上だれでもОKに！ 

「バス停まで歩けない人もいる。バスチ

ケット補助をタクシー利用にも拡充して！」

この切実な声を受けて、文書や対面での

交渉を重ね、昨年の八幡野タウンミーティ

ングでは「必要」との市長答弁を引き出

し、ついに今年度から実施へ。 

70歳以上の高齢者は、届いたはがきを

持ってアピタやタクシー会社に行けば、

5,000円で 10,500円分のチケットが購入

できるようになりました。 

②子ども食堂への市の補助金が毎月

5,000円から6,000円へアップ！ 

年間では 12,000 円のアップです。市民団体と

共に粘り強く交渉しました。 

③給食無償化・次年度以降の継続に

道を開く！ 

国待ちではなく、市の財源をまず充当する 

よう市長にも働きかけました。 

共産党

議員

日本共産党伊東市委員会は、市政政策を発表しました。 



２０２５ 日本共産党伊東市委員会の市議選政策

子ども・市民応援のあったか市政を！

市民に信頼され  市民と ともに歩む 市政に

◼ 子育てしやすい

◼ 高齢者が安心して暮らせる

◼ 来ても住んでもたのしい

◼ 働きやすい

◼ 多文化共生

詳しくはJCP伊東
ホームページで

小・中学生の通学交通費の       

保護者負担を減らす

加齢性難聴購入助成（３万円）を

直ちに実施

エアコン購入費を 65歳以上の

非課税世帯に７万円まで助成

センター給食を 夏休みの学童 

保育所等の希望児童に提供

これからは・・・・ まず次の４つから

公平で公正な市政を実現
⚫ 徹底した情報公開で、見える市政運営にします。

⚫ 市民とともに考えながら取組む仕組みを作ります。

➢ 宇佐美子ども園は安全な場所に

➢ 図書館は分散ネットワーク型で

➢ 異常気象に備える防災対策

➢ 介護用おむつクーポンを支給

➢ 市民病院の産科・小児科を充実

➢ メガソーラー建設反対を貫く

➢ 「核兵器廃絶平和都市宣言」の具体化

➢ 市民の性の多様性を尊重

こんなまちに！

日本共産党は旧市政の復活を許さず、今後も現市長不信任の立場に立って
これらの要望の実現に努力します。
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